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教育目標：豊かな心をもち，実践しようと努力する子
かしこい子【知】 やさしい子【徳】 げんきな子【体】

５つの誓い

校長 澤田 匡史

私がかつて聞いた講演についてＨＰから引用して概要を掲載します。今でもあの講演会は心に焼

き付いています。６月の朝会で秋元教頭が私に代わって子どもたちに話しました。

腰塚勇人(こしづか はやと)さんは，神奈川県出身の講演家で元中学校体育教師です。スキーで

の転倒事故により首の骨を折り，首から下がまったく動かなくなってしまいました。事故をきっか

けに，人生観が大きく変わったそうです。

2002年３月１日，人生を大きく変える出来事がありました。それはスキーで転んで首の骨

を折ったことです。お医者さんは「多分，一生寝たきりか，よくて車椅子の生活になるでしょ

う」と言いました。手術は成功しましたが，１週間たっても手足は全く動きませんでした。そ

んな私に生きる勇気をくれた人がいました。「何があっても，ずっと一緒にいるから」と言う

奥さん。「先生，待っているから」と言う仲間と生徒。優しさと強さをもらったときでした。

一人じゃない，生きなきゃって思いました。今の全てを受け入れて，いつも笑顔でいると決め

ました。どんなことにも「ありがとう」と言おうと決めました。そんなとき，全く動かなかっ

た手足が事故から１０日後，動き始めたのです。立ち上がれる喜び，話せる喜び，字が書け，

おはしが使える喜び。当たり前だと思っていたことに，幸せと感謝を見つけました。事故から

４か月後，奇跡が起きました。先生として学校に戻れました。

私は，首の骨を折るという大きな失敗をしました。しかし，周りの人々のおかげで，自分が

生かされていることを実感し，生きることをやめずに，幸せになる努力を続けることができま

した。だから，私はこの事故に感謝しています。大切なことに気づかせてくれて「ありがとう」。
｢腰塚勇人オフィシャルサイト｣より引用

腰塚さんの言葉を紹介して終わりにします。

口は，人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう。

耳は，人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう。

目は，人のよいところを見るために使おう。

手足は，人を助けるために使おう。

心は，人の痛みがわかるために使おう。 「５つの誓い」より



７月の主な行事予定

３日（月） 街頭指導
５日（水） 宿泊研修1日目（5年）
６日（木） 宿泊研修2日目（5年）

自転車教室
７日（金） 宿泊研修回復日（5年）

お弁当の日
１１日（火） 参観日（2・5年）
１２日（水） 参観日（3・6年）

諸費引落日③

１３日（木） 参観日（1・４年）
１４日（金） クラブ
１７日（月） 海の日
２１日（金） 終業式

B日課4時間，給食なし
２２日（土） 夏季休業（８／２０まで）

６月２９日（木）に第１回学校運営協議会を開催しました。

学校運営協議会は，保護者及び地域住民の学校運営への参画を進め，家庭，地域及び学校がそ

の教育力を相互に高め，共に子どもたちの豊かな学びと育ちの環境づくりを行うことを目的とし

ています。

会議では，学校側から本年度の学校経営方針について説明した後，子どもたちをよりよく育成

するための意見を交流するとともに，今後の活動計画の確認等を行いました。下記に令和５年度

の学校運営協議会委員の皆さんをご紹介いたします。

○小野 雅巳さん〔のなか認定こども園園長〕 ○宮田 麻里央さん〔愛宕東小学校ＰＴＡ本部役員〕
○清野 政市さん〔愛宕新川自治連合会福祉部副部長〕○森谷 貞幸さん〔愛宕さつき町内会会長〕
○千葉 信吾さん〔愛宕東小学校ＰＴＡ本部役員〕 （五十音順）

本校では，４月に配付しました文書において「旭川市個人情報保護条例」に基づいた取組を行っ
ていることをお伝えしたところです。
つきましては，保護者の皆様におかれましても，学校の教育活動に関する記録写真や動画の取扱

い等について十分留意されるようお願いいたします。

＜左上＞

・エスコンフィー

ルド北海道

＜右上＞

・マリンパーク

ニクス

＜下＞

・伊達時代村

６月１２日，１３日は６年生の修学旅行で

した。今年度も登別方面を目的地とし，１日

目はエスコンフィールド北海道と登別マリン

パークニクスの見学，２日目は伊達時代村と

登別クマ牧場を見学しました。

２日目は雨天となりましたが，予定どおり

実施することができ，自分たちで決めた目標

の達成に向け，仲間との関わりを意識して活

動に取り組む姿が見られました。

保護者の皆様におかれましては，事前の準

備や当日の見送り，出迎えなどにご協力いた

だき大変ありがとうございました。


